
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 0 0

要求額 0 0

決定額 0 0

　岐阜県家畜育成牧場（東濃牧場及び飛騨牧場）は、酪農・肉用牛生産の基礎となる繁殖
雌牛の生産拠点とする目的で昭和48年に整備され、平成18年度より指定管理制度を導入
し、(一社)岐阜県農畜産公社が管理運営を行っている。
　家畜資源の確保及び畜産経営の合理化を目指した牧場運営を行うため、以下の備品を導
入する。

【東濃牧場　トラクター　更新】
　既存の機種は、平成８年に導入してから30年が経過（耐用年数７年）している。
　当該機械は、牧草ロールの運搬の用に供している。長年の使用により動力系統の不調や
エンジンオイル漏れ、牽引装置油圧系統の不具合が継続して発生し、収穫作業に支障をき
たしている。効率的な飼料生産のため更新する必要がある。
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（１）要求の趣旨（現状と課題）
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　健全な飼養環境の維持を図るため、平成８年に導入したトラクターを更新する。

0 0 0

（２）事業内容

0 0 0 0

２ 要 求 内 容

0

（各課様式１）

使用料 財　産区  分

手数料

予 算 要 求 資 料

令和８年度当初予算 支出科目 款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費

 ＜財源内訳＞

事 業 名

農政部　畜産振興課　酪農・飼料係 電話番号：058-272-1111(内4139)

E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp

収　入
その他

0 0

事業費

14,005

寄附金

0

一　般
財　源

14,005

財 源 内 訳

県　債

0 0

県営育成牧場備品購入費

(前年度予算額： 14,00513,936１ 事 業 費 千円)



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

（１）後年度の財政負担

３ 事業費の積算 内訳

合計

金額

13,936

　県負担１０／１０

　無

４ 参 考 事 項

13,936

事業内容の詳細

トラクター１台（付属アタッチメントを含む）

事業内容

備品購入費

岐阜県東濃牧場の管理に関する基本協定書（抜粋）
岐阜県飛騨牧場の管理に関する基本協定書（抜粋）
（施設及び設備の維持保全）
第17条 管理物件のうち施設及び設備の増築、改築又は改造は、甲（県）が自己の責
　　　 任及び費用において実施するものとする。
　２  １箇所あたり６０万円未満である施設等の修繕（経年劣化等により施設等を
　　　本業務の用に供することができなくなった場合において、当該施設等に代わ
      る物を新たに購入し、または調達するときを含む。）は、乙が自己の責任及
      び費用において速やかに行わなければならない。

（備品の購入等）
第18条 １物品あたり１０万円未満である備品の購入又は調達（1件あたり１０万円未満
        である備品の修繕を含む。）は、必要の都度、速やかに、乙が自己の責任
        及び費用において行わなければならない。
   ２  前項の規定の適用がある場合を除き、備品の購入等は、甲が自己の責任に
       おいて行うものとする。

決定額の考え方
　



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R5年度
実績

426

198

○指標を設定することができない場合の理由

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

　岐阜県東濃牧場および岐阜県飛騨牧場の管理に関する基本協定書に基づき、適正に
牧場の維持管理を行う。

達成率

令
和
６
年
度

東濃牧場　レーキ及び飼料混合給与機の更新
　レーキの更新により、牧草収穫作業の不具合が解消された。
　飼料混合給与機の更新により、牧草収穫調製作業の効率が改善された。

指標① 目標：420　 実績(R6)： 442　達成率： 105 ％

200

105%420420442

東濃牧場　ロールベーラーの更新
　ロールベーラーの更新により、牧草収穫調製作業の効率が改善された。
飛騨牧場　液体窒素凍結保管器の更新
　液体窒素凍結保管器の更新により、精液の凍結状態の維持にかかる危険性が排
除された。

指標① 目標：420　 実績(R5)： 426　達成率： 101 ％

指標名
R6年度 R7年度 終期目標

②和牛子牛供給
頭数（飛騨牧
場）

①乳用初妊牛譲
渡頭数（東濃牧
場）

196 200

(R7)実績 目標

98%

（これまでの取組内容と成果）

令
和
４
年
度

飛騨牧場　トラクターの更新
　トラクターの更新により、トラクターの運用体系を見直し、出力に見合った農
業機械に接続して運用できるようになったことで、牧草収穫作業の効率だけでな
く、普段の給餌や堆肥散布などの作業の効率も改善された。

指標② 目標：190　 実績(R4)： 190　達成率： 100 ％

令
和
５
年
度



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

２ 事業の評価と課題

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　牧場の安全な運営管理、事業効率化のためには、備品購入は今後も継続していく必
要がある。

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課 【○○課】

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

（今後の課題）

　老朽化が進み、機材の更新時期が重なっているため、計画的な更新が必要である。
また、安全な牧場運営管理のために、日々の点検、早期の修繕等が重要である。

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　備品購入計画により、効率的、効果的に進めている。

１

(評価) 　公共牧場の安全管理のため、老朽化した機械は適時更新する必要がある。
また、多頭飼育管理を行うため、作業の効率化は重要な課題であり、機械化
を図るための備品購入は必要である。２

(評価) 　人員が不足する中、機械化により作業を効率化して対応しているので成果
は大きい。

２


